
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

は
盛
昌
が
嗣
却
に
て
、
‘
右
奇
談
は
則
ち
新
左
衛
門
の
直
談
を
聞
き
と
り

て
記
載
せ
し
も
の
也
。
回
疋
も
犀
川
河
原
の
一
脊
事
と
す
ぺ
し
。

。

五

枚

町

7

元
椋
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
五
枚
町
と
見
b
.
畿
圏
公
年

踏
に
‘
享
保
+
八
年
凶
月
廿
六
日
犀
川
川
除
町
よ
り
出
火
、
五
枚
町

等
類
焼
。
と
あ
り
。
明
治
問
年
四
月
戸
籍
編
成
の
時
、
十
三
間
町
へ

合
併
す
。
然
れ
ど
も
今
も
備
五
枚
町
と
呼
べ
り
。

O
E枚
町
由
来

醤
停
に
云
ふ
。
中
納
言
利
常
卿
の
時
代
は
、
銀
座
・
蝋
燭
座
・
豆
腐
座
の

三
座
あ
り
て
‘
蝋
燭
座
は
下
堤
町
に
あ
り
。
金
屋
彦
四
郎
動
v
之
。
故

に
共
の
頃
彦
四
郎
を
蝋
燭
屋
彦
四
郎
共
呼
ぺ
り
。
豆
腐
座
は
五
枚
町

民

τ、
豆
腐
屋
奥
三
助
先
祖
勤
v
之
。
右
三
座
の
稔
銀
を
ば
三
座
運
上

銀
と
唱
へ
、
豆
腐
座
の
運
上
銀
は
銀
五
枚
た
り
。
共
の
頃
此
の
町
民

は
豆
腐
座
の
外
に
家
建
た
か
り
し
故
に
、
運
上
銀
の
高
を
以
て
五
枚

町
と
町
名
に
呼
び
初
め
た
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
と
、
豆
腐
屋
奥
三
助

が
家
停
た
り
と
ぞ
。
按
や
る
に
‘
泉
寺
町
妙
立
寺
由
来
書
に
、
開
飽

日
通
寛
永
廿
年
蛍
地
建
上
町
に
楕
地
致
し
居
候
慮
、
御
用
地
に
成
被
a

召
上
一
石
動
山
伽
耶
院
放
屋
敷
に
相
渡
。
と
載
せ
た
る
運
上
町
も
、

h 

篠

原

出

初

守

横

山

大

膳

臭

村

伊

強

守

定
雨
遇
古
定
書
中
に
載
せ
た
り
。
共
の
後
資
質
方
被
昌
指
解
-
た
る
な

る
べ
け
れ

E
・
共
の
年
勝
静
か
な
ら
4
1
0

金
津
町
曾
所
留
記
寛
文
六

年
十
月
の
僚
に
、
左
の
請
書
見
ね
た
り
。

高

御
分
圏
中
豆
腐
並
味
噌
仕
費
候
事
・
竪
令
a
停
止
-
候
。
但
味
噌
之
事
、

所
々
町
宿
並
に
語
い
て
、
放
人
商
人
以
下
K
.
嘗
分
少
宛
資
質
程
之

儀
者
可
v
仕
之
皆
被
=
仰
出
-
者
也
。

慶
長
拾
年
九
月
五
日

札

横奥
村

伊

強

守

篠

原

出

初

守

山

大

膳

金

海

町

捻

金

滞

御
分
圏
中
豆
腐
之
事
か
た
く
被
v
成
昌
御
停
止
-
畢
。
自
今
以
後
商
喪
仕
-

儀
有
閑
敷
候
。
若
狼
之
管
於
v
有
v
之
者
、
可
v
震
-
-
曲
雪
国
田
被
昌
仰
出
-
者

也。

町

慶
長
拾
武
年
正
月
十
七
日

金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

O 

悲
し
く
は
五
枚
町
の
事
た
ら
ん
か
。
金
部
事
蹟
必
鋒
に
は
‘
五
枚
町
・

六
枚
町
は
地
子
銀
の
員
数
に
依
り
て
名
付
く
。
と
い
へ
ど
も
‘
此
の

停
設
は
趨
聞
た
ら
ん
か
。

。
豆
腐
座
事
略

豆
腐
は
後
世
外
園
よ
り
停
法
せ
し
食
品
た
り
。
故
に
和
名
注
し
と
い

へ
り
。
按
守
る
に
、
文
安
一
元
年
の
下
畢
集
に
、
豆
腐
を
飲
食
門
部
に

載
せ
た
り
。
文
安
の
頃
既
に
停
法
流
行
せ
し
事
知
ら
れ
た
り
。
金
津
に

て
豆
腐
を
製
遺
せ
し
と
と
は
、
賓
永
三
年
九
月
朝
鮮
征
伐
に
よ
り
渡

来
せ
る
高
麗
人
取
調
書
に
、
水
天
粛
と
云
ふ
者
高
麗
陣
之
節
.
彼
の

地
よ
り
渡
来
し
、
後
金
津
に
来
り
、
名
を
七
右
衛
門
と
改
稿
し
、
町

人
と
成
り
、
豆
腐
商
資
を
な
し
、
寛
永
二
年
病
死
す
と
あ
訴
V
o
是

金
津
に
て
豆
腐
を
製
遣
し
て
商
業
し
た
る
初
め
た
ら
ん
か
。
又
同
時

の
取
調
魯
に
、
高
麗
者
檎
共
の
中
に
も
‘
市
村
七
兵
衛
・
金
子
高
右
衛

門
雨
人
も
勝
手
鏡
昌
助
成
-
豆
腐
商
費
仕
。
と
見
ね
た
れ
ば
、
豆
腐
の
製

法
は
高
毘
の
停
法
に

τ‘
朝
鮮
園
よ
り
渡
り
た
る
に
や
。
故
に
彼
の

圏
の
拾
人
た
ど
愛
に
来
て
、
豆
腐
を
製
し
商
業
と
は
友
し
た
る
た
ら

ん
。
故
に
そ
の
さ
き
‘
金
樺
に
て
柴
耀
の
物
に
属
す
る
も
の
と
し
て

之
を
停
止
せ
ら
れ
た
り
。

発

一
、
蝋
燭
座
之
事
。

一
、
豆
腐
座
之
事
。

右
雨
役
町
中
勝
手
次
第
致
a
商
喪
-
候
一
様
に
被
昌
仰
付
一
運
上
銀
如
a
跡
h
f

商
賢
人
中
よ
り
指
上
候
様
に
被
a
仰
付
-
候
者
、
能
々
に
よ
ら
や
商
ひ

ろ
く
罷
成
、
何
も
恭
可
v
奉
v
存
候
。
蝋
も
下
芭
に
可
E

相
成
-
と
奉
v
存

候
。
自
然
風
俗
悪
御
座
候
而
、
高
直
に
罷
成
候
共
、
蟻
燭
直
段
御
断

申
上
関
敷
候
。
豆
腐
も
大
豆
登
石
に
付
五
拾
五
匁
迄
は
御
断
申
上
関

敷
候
。
矯
v
共
寄
付
上
申
候
。
以
上
。

十
月
四
日

町

年

寄

九

人

本
町
肝
煎
一
一
統

地
子
町
肝
煎
九
人

遁
~!Ij 

町

御

奉

行

所

叉
同
年
横
目
肝
煎
諸
事
留
に
左
の
如
く
あ
り
。

た
う
ふ
・
ら
う
そ
く
、
今
日
よ
り
勝
手
衣
第
に
可
v
仕
旨
被
=
仰
渡
-
候
に

付
‘
何
茂
嘗
昏
番
頭
陀
申
渡
候
。
以
上
。

午
十
一
月
十
六
日

叉
元
総
六
年
申
渡
艇
に
、




